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【どうする？アフターコロナ】 
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新型コロナウイルス感染症が 5 類に移行しましたが、皆さんはどんな気

持ちで生活していますか？開放感を感じている人、戸惑いを感じている人、

まだ不安に思っている人など、人それぞれだと思います。皆さんは中学、

高校を通じて 3 年以上大事な時期を新型コロナの影響によって、多く

の様々な学びの機会を失ってきました。特に、同級生、先輩、後輩、先生

方と面と向かっての心の通った活動がやりにくかったと思います。しか

し、ここに来て、学校を含め世の中は前向きにコロナ以前に戻ろうとしてい

ます。学年によって残された時間は異なりますが、これまでに失われた多くのものを取り返せるチ

ャンスです。このチャンスをのがさずに、これからの学校生活を充実したものにしていこうではあり

ませんか。授業や行事、部活動などの制限も少なくなり、気を遣わずに思い切って、のびのびと活

動できるようになってきました。お互いに喜怒哀楽の感情をあまり隠さずに良い人間関係が築くこ

とができればいいですね。 もう一つ重要なことがあります。それは、実は新型コロナの影響によっ

て学ぶべきことも多々あった、ということです。健康の大切さ、人との関わりの尊さ、他人への気遣

い、公共でのマナー、ICT の活用方法等、コロナ禍の中で私たちは多くのことを学びました。これ

らは、皆さんが社会に出るまでに知っておくべき事ばかりです。今後の人生において、この経験を

無駄にしてはいけないと思います。そして、学校では特に人との関わりが希薄になりがちだったの

で、この失われた部分を取り戻して欲しいと思います。社会性やコミュニケーション力が大切と言

われますが、それらは社会に出る前に学校で自然と養われるものですから、色んな活動に積極的

に取り組んでください。今後、部活動の大会やコンクール、体育祭や文化祭などの行事等がありま

すが、精一杯活動して仲間と良き思い出を沢山残していってください。皆さんの元気に活躍する姿

を楽しみにしています。 


